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澤
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睦
電

】
エ
ニ
・
■ 当
言

関
心
、
瓢
策
へ
の
鶴

已
需
以
一
魯
圏
険
一

ｇ
’
５

膣
貞
、

実
子
は
Ⅲ
諾
悶

局
の
九
州
大
会
で
躍
慶
鞘

…
鷺

古
選
阪

蜀
工
虐
園
ｇ
｜
金
一
輯

宏
臥
シ
｜
斐
瞭

綱
潔
伴
壺
匿
に
瞳

浸
屋
屋
グ

ヨ
ヨ
一
万

聿事

宇
頭
や
の
強
富

濁
溺
澤
エ
湊
睾
鍾
謁
霊
型
や
夢
拳
甦
な

亡
諏

郵
Ⅷ
丸
一
百
塁

趣剛言塞吋》
’

’
二

極
麗
気
工
頸
土
、
二
露

髄
里
習
陛
噴
三
年
間
で
麹

…
。
｜
騒
蕊

一
づ
好
乘
窒
埠
・
螢
ご
卓
口
可
乙
園
凹
高
価

玖
圏

匡
輿
也
雷
｛
盲
．
九
一

斗
．
幾
匹
召

回
３
３

巴
悪
ル
詫
削
切
嗣
邑
蕊
４
戸
呈
嘉

課
圃
繍
鰄
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0

日一個穗鍵肝繼誘一姉察鰄零慕一娘一〉莚濯瀝潴諒沈一や乞臘鵠鵠蕊爽蕊塞譜總鈩霊鋤鵡〈痢汐性一適
釦
鮒
騨
譲
と
旧
脳
慨
｛
Ｂ
〃
鋪
班
砿
剛
概
Ｕ
“
し
ｂ
一
灘
密
雛
蹴
榊
騒
細
溌
鮎
蝋
關
鰍
一
議

第三檀郵便物認可指
導
力
向
上
へ
実
践

一
三
一
三
三
二
三
三
二
三
三
二
三
三
一
三
三
三
三
一
一
三
一
一
三
二
三
三
二
二
三
三
三
三
三
三
一
二
三
二
三
三
三
一
三
二
三
二
一
三
三
三
三
一
三
二
二
三
二
一
三
一
二
三
三
三
一
三
二
三
三
二
二
三
一
二
三
一
三
一
一
二
三
三
三
二
二
二
二
一
二
一
Ｋ
闇

北
海
岸
等

詫
姉
学
校
と
地
域
の
連
携
強
調

鴇
雛
壽
・
べ
き
他
敗
實
考
え
る

危
険
な
”
強
酸
性
“
も

Ｉ
離島・へき地教育を考えるシンポジウムでは宮古島市、長崎県壱岐、鹿児島県奄美など
離島から基鯛提案が行われ意見を交わした＝宮古支庁２階識轍霧

一
議
篭
三

…
両
讓
鑿

市教薑豐が蓋し一鬘〉「鬘育の環薑電ふる薑雪
「
篝
の
国
」
臺
襄
と
篝
鬘
筆
曇
壽
｛
菫

よ
る
離
圏
・
僻
地
校
で
の
教

》
鱸
鯛
簸
議

と
小
・
中
学
校
教
蝿
の
相
互

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
琉
球
、
と
し
て
開
憾
さ
れ
た
Ｃ

長
衛
鹿
児
囲
の
一
一
一
大
学
連
午
前
中
は
難
題
・
へ
き
地

蕊
璽
蘂
「
一
一
一
大
学
の
連
擁
に
》
數
祷
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

『
離
圏
・
へ
き
地
教
育
の
現
在
と
こ
れ
か
ら
Ｉ

教
奮
う
念
１
ラ
ム
ｉ
ｎ
宮
古
」
（
主
催
・
琉
球
大

字
な
ど
）
が
一
一
十
九
日
、
蝿
宮
古
支
庁
鯛
堂
で
行

わ
れ
た
。
児
壷
生
淀
里
方
向
上
に
む
け
た
教
員

の
摘
螂
力
向
上
を
目
指
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
長
崎
県
萱
岐
、
同
県
五
島
、
鹿
児

島
県
奄
蘂
な
ど
離
島
か
ら
基
調
提
案
が
あ
り
、
敦

爾
蘂
践
の
成
果
や
課
題
が
報
皆
さ
れ
た
。
教
育
の

原
点
で
は
「
躍
騒
へ
き
地
の
教
育
に
当
た
る
教
師

の
思
い
、
実
践
す
る
彊
に
露
弓
大
学
機
関
蓬
は

じ
め
行
政
機
関
の
支
援
が
必
要
」
な
ど
と
強
鋼
。

市
立
下
辿
小
学
校
の
砂
川
嫡
夫
教
諭
は
池
間
小
で

の
蘂
醸
例
を
報
雷
し
、
「
学
校
の
特
色
を
生
か
し

た
敏
宵
蝉
程
の
編
成
に
は
学
校
と
地
域
の
遮
鍵
と

い
う
潔
転
勢
鵜
琶
を
さ
ら
に
蓮
め
る
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
た
。
分
憂
宅
は
、
こ
れ
か
ら
の
授

業
づ
く
り
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
←
格

（
弄
分
弄
善
露
滝
岸
で
四
固

池
間
豐
・
狩
俣
蕊
の
浜
で
一
一

一
個
ず
つ
、
翼
鰯
漁
港
・
爆
良

海
岸
・
蜜
北
海
岸
一
個
ず
つ

の
計
十
一
個
を
確
露
し
だ
。

ム
が
行
わ
れ
た
。
撞
山
秀
敏

さ
ん
（
長
崎
嬢
雷
岐
市
數
湾

霊
〈
鍵
議
一
篝
雛
鰈
凶
解

一
と
今
後
の
見
通
し
」
、

》
ん
虚
児
島
鴎
奄
樂
市
立
宇

宿
小
校
長
）
「
複
式
学
級
に

・
お
け
る
学
年
別
錆
導
の
課
魑

多
い
。
そ
②
」
と
は
一
面
に

鱸鑪臘三
》』》》》》一》》》》一
プ
な
も
の
ば
か
り
は
な
い
。
－

学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
敦
一

奮
騨
程
の
編
成
、
学
校
に
基

盤
蚕
瞬
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

開
発
、
そ
れ
が
定
着
し
て
い

譲
灘
鑿
鍵
乖
認
一
ユ
ー
ー
ー
ク
な
授
業
披
露
一
鎚
認
程
慈
驍
削
囑
｜
鰯
鰯
鰻
蝋
繍
繍
・
侭
鯏
撫
》
一
菖
古
公
瀞
蝋
〈

繍蛎鰯淵牒一誓う川瀬鰐制幽鮴鞠餉一》蟻蹴鯛柵一罐綱灘胱鎌鱸紬辨繩鰄謬
壼
警
篝
２
雪
八
雲
量
料
金
「
こ
怒
ら
―
学
寧
キ
ャ
リ
ア
篝
を
（
同
校
四
菫
を
動
か
し
薑
霧
、
雲
わ
リ
レ
ー
臺
亨
１
３
ヨ
ッ
プ
で
就
蕊
況
襄
害

騨
蕊
議
畷
艤
麗
醗
關
蕊
一
議

進醐樒灘欝璽で
嘆
蕾
か
農
臺
話

．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
浦
た

れ
う
一
一
〔
二
個
に
一
渓
》
が
入
っ
大
し

て
い
た
が
、
中
性
で
問
顕
蕪
一
印
慰

地
小
教
鹸
）
「
敦
膏
の
た
め
ぢ
る
」
ど
綱
介
し
穂
「

の
地
域
づ
く
り
～
ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
又
輩
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

ｏ
ｌ
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ
Ｃ
ｕ
ｒ
の
新
し
い
試
み
と
し
て
、
へ

ｒ
ｉ
Ｃ
ｕ
１
ｕ
ｍ
關
発
に
む
》
き
地
校
を
有
す
る
地
域
は

け
て
～
」
、
又
吉
直
正
さ
ん
詞
へ
き
地
教
育
』
と
い
う
研

誇癖櫻澤》率睦鐸》”『｜：と〕・卜巳

と
今
後
の
見
通
し
」
、
砂
川

靖
夫
さ
ん
（
富
古
圏
市
立
下

灘
蕊
蕊
艤
灘
溌
鰯
蕊
鱗
艤
灘
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
議
辮

瀧鵡謡鰻鴇一甕錐蕊篭一蕊淋蕊熊一

》繩麟職一螂繊瀞遜綣繍繍鑓
蚤
薑
「
こ
れ
菫
し
た
．

（前列左から
砂川<ん、指

ん、上里〈ん、福里〈ん、（後列左から）平良<ん、
花教輸ら＝宮古工業高校校長室

一
教
育
の
研
究
を
推
進
し
て
い

か
」
と
述
べ
た
。
一
向
上
に
む
臓
左
指
導
力
向
上

蘂
践
報
皆
。
討
鹸
で
は
村
一
の
一
つ
の
柱
に
は
教
員
の
雲

識
一
議

開
会
行
事
で
は
主
繼
者
を

代
表
し
て
彌
澤
卓
司
琉
大
教

育
学
部
長
が
「
三
大
学
連
擁

治
菖
古
教
育
事
務
所
長
が
初

め
て
の
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
開

膣
を
飲
迎
し
だ
。

午
後
一
一
時
か
ら
南
小
体
育

裾
イ
ラ
ー
技
士
（
七
点
）
、
清
一
一
一
人
（
一
○
・
九
勿

鼈
蘂
（
巨
薑
｜
鐡
篝

議鰄一議鑑｜鑿
囎議鱗蕊露鍵一環鷺
…
鬘
；
し
…

鞭
蕊 …
ラ
ラ
ム
霧
一
一
一
夢

ル
ー
川
讓
譲
痙

ｊ
勘
霧

く
ん
一
ら
〒
藏
袰
シ
ル
バ
ー
を

也
・
或
慧

蝋
上
塗
薑
…

し
た
の
を
は
じ
め
、
二
墾
小

福
イ
ラ
ー
技
士
（
七
点
）
、
清

鼈
蘂
筒
〉
薑
顛

塞
篝
…

譽
薑
塁
寡
言
曇
薑
鬘

壹
ろ
「
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
髻
題
し
て
浴
Ｄ
、
「
廓
）

震械システム科一一一年の一診鳶づだ荊竪
上璽和也くん、醒気祷報一同十一人（一一一六・
科
一
一
軍
の
大
浦
優
作
く
ん
、
一
減
の
十
九
人
で
同
一

奥平翔くん、砂川懐太郎一ポイント減の一一穴
く
い
平
良
璽
也
く
ん
、
住
県
外
は
十
六
人
〈
一

間
勝
也
く
ん
の
針
七
人
。
エ
邇
減
の
九
千
一
一
へ

索
関
係
適
格
の
難
易
墜
等
に
小
一
一
糸
イ
ン
ト
減
の
九

応
じ
て
鍛
高
一
一
十
点
ま
で
の
。
”
だ
っ
た
。

樗
点
が
あ
り
、
高
校
在
学
中
今
霄
の
蔵
挙
予
定

に
震
つ
か
の
鍾
格
取
得
で
四
年
同
期
比
一
一
士
〈
人

体育科ワークシニ
衷現運動を楽しむ

ヨップで、新聞紙
;子どもたち＝南小

・ピイす合

臺亭三豊釜
笈言薑宅に締閏藝

蕊

辮
一
議

五
％
）
減
空
言
四

一糯一識》》》》
栖醒檸許鑪辨論》

七
ポ
イ
ン
ト
敏
の
七

会
科
授
蕊
作
り
の
蘂

わ
れ
た
ｃ

就
職
内
定
州

前
年
比
Ｍ
抄

新
規
高
駝


